
 

（第２号様式）         
令和６年３月 25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿                       

県立金井高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月６日実施） 

総合評価（ ３月 25日実施 ） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学力 向

上と希望進路を保

障する教育課程を

編成する。 

②希望進路保障の

ための授業改善に

取り組む。 

①授業時間数確保と
新教育課程のより有
効な活用・改善を推
進する。 
②本校生徒に身に
つけさせたい力につ
いてさらに教員間で
共通理解を深め、授
業改善を進める。 
②家庭学習を定着さ
せ、主体的に学習に
向かう姿勢を育成す
る 

①授業時間数確保と
新教育課程の適切な
実施、改善の推進。 
②授業改善に関する
研修会、教科での授
業研究、授業見学、
学校全体での研究授
業等を１年間全体で
関連付けて適切に実
施する。 
②長期休業中の自宅
学習用の課題提供、
補習の実施など、生
徒の自立的な学習を
促す方策を行う。 

①授業時間数を確保で
きたか。 
①新教育課程に対する
生徒の満足度（「生徒
による授業評価」にお
ける満足度 80%維持） 
②生徒がより主体的に
家庭学習に取り組み、
その結果普段の授業に
も、いい影響が及ぼさ
れた 
か。 

①授業時間数は確保
できた。 
②生徒による授業評
価では、ほぼすべて
の項目で満足度 80%を
維持することが出来
た。 
②学校全体での研究
授業を実施すること
が出来た。 

 

 

 

①学校行事の重要性を
鑑み、授業時間数との
バランス調整を今後も
行う。 
②教員の授業改善への
取り組みが、生徒の主
体的な家庭学習への取
り組みへとつながるよ
うに、引き続き課題と
する。 

・授業改善の取組みを校 
内に開いて意欲的に取 
組んでいる。 
・英検全員受検で意欲と 
実力の向上に努めてい 
る。 
・先生の指導より子ども 
の学びへ焦点が移って 
いる。今後に期待す 
る。 
・１人１台端末の活用方 
法は評価できる。家庭 
学習にも繋げて欲し 
い。 

①成績評価シートに 
より学校全体に観点
別評価が定着し指導
と評価の一体化が進
んだ。行事等を見通
して短縮授業等を計
画的に実施したい。 
②授業改善は進捗し 
つつある。更に生徒
の家庭学習の充実を
目指す取組みにフェ
ーズを移行させる必
要がある。 

①観点別評価の運用を 
引続き検証していき
改善点を発見してい
く。前年度の授業時
間の記録を基に月間
行事に反映させてい
く。 
②課題提示・課題総
量・提出度合確認・
課題評価・学習時間
数調査等、生徒の意
欲を下支えする家庭
学習維持の方略を見
出す。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒の主体的な
活動による学校行
事や生徒会活動等
を通し、生徒がお
互いを尊重し、協
働する姿勢を身に
付けさせる。 
②生徒の多様性を
踏まえた支援体制
の充実を図る。 
③本校の SDGｓ(環
境問題)の体制づく
りに取り組む。 

①学校行事や生徒
会活動、部活動に
おける目標を確認し
ながら諸活動を支
援する。 
②生徒や家庭環境
の多様性や社会の
急激な変化を踏ま
えた支援体制の推
進を図り、併設され
ている鎌倉支援学
校の巡回指導も含
め、支援や共生を
推進する。 

①生徒会関連活動の
活動状況を各組織で
定期的に共有し、課
題の改善に取り組ま
せる。 
②教育相談を柱とし、
外部機関との柔軟な
連携を進め、学校内
外における共通理解
のある支援体制の確
立を図る。 

①各学校行事、生徒
会活動、部活動にお
いて、目標の達成状
況や課題について十
分な振り返りができ
ているか。 
②教育相談の成果を
踏まえ生徒や保護者
に対する適切な対応
ができたか。 
 

①各行事等の活動で
は学年を超えた協働
の姿勢がみられ。振
り返りもおおむね実
施できた。 
②SC・SSWと協働し、
サポートドック等の
アンケートを活用し
て、生徒の困り感を
抽出し、対応するこ
とが出来た。 

①行事の在り方や部活
動の活性化については
課題をもとに継続した
研究や協議の場が必要
である。 
②教育相談コーディネ
ーターや養護教諭の負
担が大きく、SC・SSW
の来校日は１日潰れて
しまうので、生徒対応
方法を検討していくこ
とが今後の課題であ
る。 

・高校生の心の課題へ支 
援の手を差し伸べ、平 
穏な生活を送れるよう 
努めている。 
・多様な人々との交流を 
大切にしている。鎌倉 
分教室とのコラボ行事 
が豊富で幅が広い。 
・登下校のマナーが良 
い。地域住民と自然な 
コミュニケーションが 
生まれている。 

①学校行事に生徒の 
自律的な活動が散見
された。また、文化
祭では定時運営が実
現できた。 
②初年度のサポート
ドックの運用を試行
錯誤しながらも効果
的に行えた。教育相
談内容の共有も確実
に行えた。外部機関
との連携も円滑だっ
た。 

①行事における生徒の 
決定権をより拡げ裁
量権を実感できるよ
うに段階的に進め、
生徒自治の実現を目
指す。 
②コーディネーター・
ＳＣ・ＳＳＷとの協
働を維持し関係職員
との情報共有を重
ね、生徒支援機能を
充実を保つ。 

３ 進路指導・支援 

①生徒の希望進路
を保障するマネジメ
ントに取り組む。 
②生徒の主体的な
進路選択を支援で
きる進路指導体制
づくりに取り組む。 

広い視野を持ち、
「人生 100 年時代」
を見据えて、積極的
な進路選択、あきら
めない進路選択を
自ら考えられるよう、
授業だけでなく、さ
まざまな機会を通し
て考えさせていく。 

①総合的な探究の時
間で様々な観点で考
えさせる。 
②ガイダンスなどの時
間で、多くの人と触れ
合い、情報を見極め
る力をつけていく。 

①探究学習を進めて
いく中で、多様な見
方で学習を進めるこ
とができたか。 
②ガイダンスなどの
情報を日々の学習に
活かし、自らの進路
決定に活かすことが
できたか。 

①グループ発表、個
人発表など、さまざ
まな形で発表するこ
とにより、各生徒が
新たな気づきを得る
ことができた。 
②大学体験や相談会
等を通して、多くの
情報から自分に必要
なものは何かを考え
るようになった。 

①できる限り多くの生
徒が大勢の前で発表す
る機会を作り出す工
夫、生徒同士の相互評
価の機会を作り出す。 
①得た情報に単純に左
右されず、自分の状況
を俯瞰で見る、冷静に
分析する力の養成が必
要である。 

・受験型で総合選抜の比 
率が増加している。探 
究の時間が進路開拓意 
欲の向上に繋がるよう 
期待する。 
・一人ひとりの様々な進 
路に寄り添った出願指 
導に感謝している。 
・キャリア形成の具体を 
定め向上を図ってい 
る。 

①各学年毎のテーマ 
で探究する方法論は 
定まった。生徒自身 
がより深堀りを目指 
す機運を構築させて 
いきたい。 
②明確な志望を確定 
し諦めずに追求し続 
ける意欲を構築して 
いきたい。 

①興味、関心を核に新 
事実や発見を積重ね 
させるテーマ研究を 
追求させる。 
②早い時期から上級学 
校に触れ、且つ先輩 
の進路決定プロセス 
をモデルにし、自己 
開拓意欲を明確にさ 
せていく。 

４ 地域等との協働 

地域との共同連
携による開かれ
た学校づくりを
推進する。 
 

ホームページや学
校説明会などの内
容をさらに充実さ
せ、開かれた学校
づくりを一層進め
る。 
 

最新の必要情報を提
供できるようにホー
ムページや学校説明
会をアンケート結果
などに基づき改善し
ていく。 

ホームページなどで
適切に情報発信がで
きたか。また、学校
説明会などの広報活
動により本校の教育
活動への理解を高め
ることができたか。 
 

ホームページやイン
スタグラムを用いて
様々な情報提供がで
きた。 
学校説明会などの行
事では、生徒ボラン
ティアの力で、中学
生に向けた親近感の
あるプレゼンテーシ
ョンができた。 

インタグラムにおける
情報発信がより充実す
るようにさらに情報収
集と協力体制の拡充を
目指す。 
夏季休業中の学校説明
会は、公私合同学校説
明会との日程の調整に
難があるので、今後は
他の時期も考えなくて
はならない。 

・高校生の地域イベント 
参加に感謝している。 
・文化祭に招待頂き有り 
難かった。 
・分教室との交流で支援 
教育への関心が高まっ 
ていると感じる。 
・ＨＰが充実してきた。 
・学校評価の更新必要。 

・学校案内はシステ 
ム化され、より円滑 
に実施できた。学校 
説明会は中学校の休 
業期間と中地区と学 
校独自との調整を必 
要とした。生徒の説 
明は引き続き好評で 
ある。 
・ＨＰの即時性・機 
能性は上がった。 

・可能な限り多くの制 
約を調整し最適な開 
催日を追求する。 
・金井地区及び横浜市 
の行事の出演要請を 
機会とし生徒による 
地域連携をさらに進 
める。 
・ＨＰの更新をより高 
め情報発信の要とし 
ていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月６日実施） 

総合評価（ ３月 25日実施 ） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な学

校づくりを推進す

る。 

②開校50周年に向

けて準備を行う。 

③教員の働き方改

革を推進するため

の教員の意識改革

を図る。 

①耐震補強工事の
安全進行と、終了
後の体育施設の完
全復旧を実現す
る。 
①耐震工事中の学
習環境の整備を推
進する。 
①防災用品の充実
を図ると共に、生
徒の防災意識を高
める。 
②周年行事に向け
て、具体的な準備
を始める。 

①関係各所と調整を
実施し、安全安心な環
境を整える。 
①防災用品を確認し、
計画的に物品を購入
する。ＤＩＧや防災訓練
を実施し、地域の特性
を生徒に確認させる。 
②５０周年行事に向け
ての資料を整理する。 

①工事中、教育活動
に支障がないように
配慮ができたか。 
①防災用品の整備、
充実ができたか。生
徒の防災意識を高め
ることができたか。 
②資料等の整理を実
施し、周年行事に何
を行うのか検討がで
きたか。 

①関係各所と調整を
行い、学習環境を整
えることができた。 
①災害時の行動や避
難経路の確認を行っ
た。今年度は校庭へ
の避難訓練を数年ぶ
りに実施することが
できた。 
②50 周年に向けて、
実行委員会が発足
し、今後の流れを確
認することができ
た。 

①今後の教室配置につ
いてはクラス数等を考
え、引き続き検討が必
要である。 
①防災用品の備蓄場所
や更新について随時適
切に実施していく。 
②50 周年にむけて、具
体的な内容について検
討していく。 

・耐震終了したが液状化 
や地盤沈下が心配。 
・卒業式の号泣の様子か 
ら自分達の式だったと 
分かる良い式だった。 
・昨年度より倍率が下が 
ったが、志願者の出足 
は好調。強い志望者が 
集まったと考える。 
・50周年に向けて協調し 
て準備を進めていきた 
い。 

①耐震工事による教 
育活動への影響は軽 
微に終わった。体育 
施設の復旧は途上。 
①生徒個々の防災用 
品として整備され 
つつある。また、 
避難訓練では迅速 
に避難できた。 

②周年行事が動き始 
め、課題が山積さ 
れた。 

①県や事務と連携し速 
やかに完全復旧を実 
現する。 
①防災用品の点検とメ 
ンテナンスを行う。 
また、学年毎の保存 
場所の集約を目指 
す。 
②５つ部会毎に詳細な 
事業案を作成し、常 
任委員会で検討を重 
ね、総会で決議す 
る。 
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（第２号様式）         
令和６年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿                       

県立金井高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月６日実施） 

総合評価（ ３月 25日実施 ） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎的な知識・技能の習得とと
もに、思考力・判断力・表現力を育
み、主体的に学習に取り組む意欲
を高めるような学習活動の実践を
目指す。  
②生徒の学力向上と希望進路保
障のために授業改善を推進し、カ
リキュラム・マネジメントに取り組
む。 

        

２ 生徒指導・支援 

①生徒の主体的な取り組みを通じ
て学校生活の充実を目指す姿勢
を育む。 
②生徒の多様性を踏まえた支援
体制の充実を図る。 
③日常生活や学校活動の意義を
深く理解し、自分自身の成長を常
に求めようと努力する姿勢を育む。 

        

３ 進路指導・支援 

①生徒が主体的に考え行動し、自
身の将来を開拓していく力を育む 
②探究活動を通じて協働すること
を学び、社会への理解を深め、予
測不能な社会で生き抜いていく力
を身に付ける支援をする 
③学習活動を通し、生涯に渡って
学び続ける基礎力を育む 

        

４ 地域等との協働 

①地域や保護者との連携を推進
し、開かれた学校づくりを進める。  
②中学生やその保護者に本校の
魅力を効果的に伝え、本校を志願
する生徒を増やす。 
③近隣地域との交流の意義につ
いて深く理解させ、これまで以上
に地域との連携行事を増やす。 

        

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心な学校づくりを推進
する。  
②５０周年の周年行事を通じて、
地域や卒業生の力を本校の教育
活動に最大限に活用していく。 
③職場の民主化・平準化の充実を
目指し、様々な方面の調整を進め
る 
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